
 
 

 
     

 

 

  

ゆうばり再生市民会議を代表して、委員

に委嘱され、出席しました。老朽化した博

物館の大規模修繕の必要性・施設の維持・

施設の存続意義等、今後の博物館のあり方

を検討し、11 月中に意見を取りまとめます。 

河西委員長から三つの問題点（ ①石炭

博物館は市の条例で観光施設である ②

指定管理者が入場料で施設管理、修繕費ま

でねん出する ③財政再生計画の中で、観

光施設は指定管理者に委託するか売却の

二者択一である ）が提示され、「石炭博物

館がこのまま観光施設でよいのか」「修繕

費も指定管理者任せでよいのか」「それが

持続可能な施設の維持につながるのか」が

大きな問題であると話されました。 

各委員から「文化財として維持を」「夕

張の歴史、博物館の存続を」「空知の炭鉱

遺跡の資源として活用」等の意見が出され、

私も「博物館として残してほしい」と述べ

てきました。        （園 泰子） 

 ＜石炭博物館＞  

出典：ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱより抜粋 

石炭博物館は、1970 年開設の夕張市郷土

資料館（後に夕張市炭鉱資料館に改称）を前

身として石炭の歴史村の整備に合わせて、そ

の中核施設として 1980 年に開館した。北海

道の明治期以降の基幹産業となった石炭産

業を、石炭と炭鉱のテーマに分け、石炭の生

成から開発、利用など技術や労働、生活を実

物の資料、坑道、石炭層などから紹介してい

る。旧北炭夕張炭鉱天竜坑を利用した採炭現

場の動態展示など石炭産業の博物館として

は国内最大規模を誇る。 

 

［1 階］展示室  ［2 階］展示室   

地下坑道展示室  炭鉱機械館   採炭

作動館  史跡夕張砿（登録有形文化財） 

夕張の石炭大露頭（北海道指定天然記念物、

日本の地質百選） 

＜展示品・収蔵品＞        

石炭産業資料／約 5000 点   地学資料／

約 500 点  生活資料／約 3000 点 

 

石炭博物館本体とは別に、民俗・生活資料

を展示する炭鉱生活館。石炭輸送に活躍した

蒸気機関車などの鉄道関係資料を展示する

SL 館などを展示サテライトとして持つ。 

 

また、周辺の北炭夕張炭鉱関連施設は登録

有形文化財となっている。 

 

＜炭鉱（やまの）生活館＞  

全盛期の北炭夕張炭鉱地区のパノラマ模

型、炭鉱住宅の模型や、内部の再現。その他、

生活関連資料を展示する。外観は 1920 年に

北炭により建設された夕張工業高校校舎（鉱

滓煉瓦造）の外観を模している。 

 

＜SL 館＞  

石炭輸送や市民の足となり活躍した夕張

鉄道 14 号機・客車ナハニフ 151、三菱大夕

張鉄道 4 号機の他、国鉄夕張線や北炭真谷地

専用鉄道の関連資料も含め、保線車両、車両

部品、駅備品、模型、映像などにより展示し

ている。2008 年 10 月末に夕張リゾートによ

り指定管理が返上され、一部資料は石炭博物

館への移設・展示が検討されているものの、

保存車両の扱いは未定である(日本経済新聞

北海道地方版・2008.11.11)。 



ほっと ♡ ゆうばり 37号 11/1   

 

 

 
 

 

…開始時刻は 18：30から。内容は… 
 

１、夕張市都市計画マスタープラン策定委員会の報告 
 

２、石炭博物館のあり方検討委員会の報告 
 

３、会計報告 
 

 

４、プロジェクト（１）（２）（３）に分かれて話し合い 
 

（１）独居高齢者の安否確認などについて 
 
 

（２）夕張市歴史検証について 
 

 

（３）夕張市の医療について 
 

＊各プロジェクトから報告・質疑 
 

 

～だれでも参加・傍聴できます。ぜひ、お越しください！～ 
 

 

夕張歴史検証プロジェクト 

「夕張の歴史と文化を学ぶ会」発足！ 
 

ゆうばり再生市民会議の有志と「夕張学」有志を中心

に、「夕張の歴史と文化を学ぶ会」が発足しました。 
 

目  的 夕張のこれまでの歴史、そして現在、さらに夕張

の未来を多面的に考える場、夕張に関する活動や体験

を共有する場をつくります。 
 

対  象 夕張に関心を持つ市民、および上記目的に賛

同する人びと。 
 

世 話 人 共同代表（田巻松雄・上木和正）   

副代表（矢野牧夫・熊谷桂子） 

幹 事（伊藤恵美・柿崎貴子・石谷和歌子・村越俊介）  
  

主な活動 
 

１）研究会など 

① 市民などを対象とした発表会・フォーラムなど 

② 会員を対象とした報告会 

③炭鉱遺産やその他の現地見学会など 
 

２）刊行活動  

① 「夕張学」の続刊 

② 単行本の刊行 
 

＊その他会員のやってみたいこと（今のところ、聞き取り調査や、

古い街並み再現絵地図などなど・・・） 
 

＊一緒に活動してくださる方、募集中です。 再生会議事務局ま

でご連絡ください。 ℡ ０９０‐４８７４-２５３８ （園） 

 

…11月の予定… 
 

11日（木） 9：30～11：30  第 3回石炭博物館のあり方検討委員会 （市役所 4Ｆ） 
 

16日（火） 9：30～11：30  第 4回石炭博物館のあり方検討委員会 （市役所 4Ｆ） 
 

18日（木） 18：00～20：00  第 1回都市計画マスタープラン策定委員会（研修センター２Ｆ） 
 

19日（金） 18：30～20：30  再生会議運営委員会（市民研修センター２Ｆ 託児あり） 
 

24日（水） 9：30～11：30  第 5回石炭博物館のあり方検討委員会 （市役所 4Ｆ） 
 

＊石炭博物館のあり方検討委員会には園が、都市計画マスタープラン策定委員会

には園・熊谷が委員として参加することになっています。これらの委員会はすべて公開

されています。ぜひ、傍聴してみませんか。（19日の託児は予約をお願いします。） 




